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二
〇
一
二
年
一
月
八
日 

摩
訶
西
瓜
の
会
第
二
十
四
回
句
会
（
会
場
・
都
内
某
零
細
居
酒
屋
） 

 

■
参
加
者
（
五
十
音
順
） 

あ
り
ん
こ
、
一
献
、
月
歩
、
ご
は
ん
、
鈴
懸
、Sora

、
高
蔵
、
鉄
飛
、
坊
主
、
酔
男 

 

﹇
兼
題
＝
伊
勢
海
老
、
今
年
﹈
（
カ
ッ
コ
内
は
投
票
者
） 

●
あ
り
ん
こ
吟
（
六
点
） 

伊
勢
海
老
の
紅
よ
り
冴
え
て
空
の
重 

（
一
献
、
鈴
懸
、
高
蔵
、
坊
主
） 

伊
勢
海
老
の
逃
げ
様
に
似
て
驚
く
子 

伊
勢
海
老
や
逃
げ
る
術
な
く
背
を
突
か
れ 

雀
ど
も
変
わ
ら
ぬ
ま
ま
に
今
年
来
る 
（
ご
は
ん
、
鈴
懸
） 

今
年
来
て
諸
々
さ
ら
に
繰
り
越
さ
る 

 

●
一
献
吟
（
三
点
） 

伊
勢
海
老
一
染
之
助
染
太
郎 

伊
勢
海
老
や
悪
戦
苦
闘
祝
酒 

重
箱
の
隅
な
ぞ
見
な
い
伊
勢
海
老
は 

（Sora

） 

龍
流
々
と
今
年
の
空
走
る 

青
空
に
今
年
こ
そ
は
と
背
伸
び
す
る 

（
坊
主
、
酔
男
） 

 

●
月
歩
（
十
点
） 

カ
ニ
カ
マ
を
こ
れ
は
伊
勢
海
老
曲
げ
ぬ
母 

（Sora

、
夫
人
） 

犬
様
よ
伊
勢
海
老
ど
こ
ぞ
か
く
し
芸  

伊
勢
海
老
の
首
に
ひ
と
た
ち
皆
は
ね
る 

（
あ
り
、Sora

、
鈴
懸
） 

今
年(

こ
ん
ね
ん)

も
重
い
思
い
の
小
銭
舞
う 

（
一
献
、
ご
は
ん
、
鈴
懸
）  

座
布
団
に
今
年
占
う
花
が
咲
く 

（
鉄
飛
、
酔
男
） 

 

●
ご
は
ん
吟
（
一
点
） 

岩
場
影
潜
む
伊
勢
海
老
海
女
狙
う 

雀
二
羽
今
年
も
同
じ
朝
知
ら
せ 

（
坊
主
） 

ち
ら
ち
ら
と
今
年
と
な
り
ぬ
夜
明
か
な 

今
年
こ
そ
何
も
変
わ
ら
ず
今
年
こ
そ 

振
り
返
る
事
も
無
き
ま
ま
去
年
今
年 

 

●
鈴
懸
吟
（
五
点
） 

伊
勢
海
老
は
線
対
称
の
絢
爛
さ 

（
夫
人
） 

伊
勢
海
老
よ
お
前
は
少
し
威
張
り
過
ぎ 

前
を
向
け
今
年
は
今
年
の
風
が
吹
く 

「
今
年
こ
そ
飲
も
う
！
」
空
手
形
何
通
目 

（
月
歩
） 

今
年
ま
た
己
が
業
（
カ
ル
マ
）
と
化
か
し
合
い 

（
あ
り
、
月
歩
、
鉄
飛
） 
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●Sora
吟
（
二
点
） 

伊
勢
エ
ビ
の
衣
脱
が
せ
て
ニ
ヤ
ニ
ヤ
リ 

伊
勢
エ
ビ
に
ゃ
負
け
ぬ
と
ザ
リ
ガ
ニ
紅
潮
す 

伊
勢
エ
ビ
は
値
段
ほ
ど
に
は
美
味
く
な
い 

（
会
長
） 

今
年
こ
そ
や
っ
て
ほ
し
い
な
パ
ン
ま
つ
り 

（
夫
人
） 

「
今
年
こ
そ
」
そ
う
言
い
続
け
年
は
行
く 

 

●
高
蔵
吟
（
六
点
） 

伊
勢
海
老
に
舌
は
ガ
ッ
カ
リ
市
販
せ
ち 

和
正
月
威
張
る
伊
勢
海
老
外
国
産 

今
年
こ
そ
嗚
呼
今
年
こ
そ
今
年
こ
そ 

（
月
歩
） 

今
年
は
と
唱
え
る
こ
と
が
生
き
る
こ
と 

（
あ
り
、
月
歩
、Sora

） 

今
年
こ
そ
会
お
う
の
年
賀
古
き
友 

（
坊
主
、
酔
男
） 

 

●
鉄
飛
吟
（
五
点
） 

見
栄
切
っ
て
伊
勢
海
老
釜
に
入
り
け
り 

（
あ
り
、
ご
は
ん
、
鈴
懸
） 

お
も
む
ろ
に
狂
人
伊
勢
海
老
丸
か
じ
り 

（
月
歩
） 

伊
勢
海
老
解
体
し
新
婦
に
投
げ
つ
け
る 

ガ
リ
レ
オ
が
見
抜
く
「
今
年
」
は
「
公
転
」
と 

松
過
ぎ
て
今
年
も
残
り
５
０
週 

（
高
蔵
） 

 

●
坊
主
吟
（
十
点
） 

重
箱
に
伊
勢
海
老
の
背
が
窮
屈
に 

（Sora

） 

伊
勢
海
老
と
鯛
が
睨
む
や
宴
会
場 

台
所
に
今
年
も
変
わ
ら
ず
母
が
居
り 

（
ご
は
ん
、
高
蔵
、
鉄
飛
、
酔
男
） 

今
年
（
こ
ん
と
し
）
の
行
く
末
見
る
や
辻
の
易 

（
一
献
、
鉄
飛
） 

庭
先
で
今
年
の
空
気
匂
い
で
み
る 

（
一
献
、
酔
男
、
会
長
） 

 

●
酔
男
吟
（
八
点
） 

山
家
（
や
ま
が
）
に
も
伊
勢
海
老
あ
り
て
酒
を
飲
む 

（
一
献
、
高
蔵
、
坊
主
） 

伊
勢
海
老
の
髭
眺
め
つ
つ
龍
の
年 

（
あ
り
） 

伊
勢
海
老
と
雑
煮
の
ほ
か
に
用
は
な
し 

（
会
長
） 

こ
れ
と
い
う
計
も
な
き
ま
ま
今
年
か
な 

（
高
蔵
、
鉄
飛
） 

雲
が
去
り
月
白
く
な
る
今
年
か
な 

（
ご
は
ん
） 
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﹇
当
季
雑
詠
﹈ 

●
あ
り
ん
こ
吟
（
四
点
） 

冬
風
鈴
風
刺
す
た
び
の
尖
り
音
や 

（
ご
は
ん
） 

う
つ
ら
寝
も
許
す
ま
い
ぞ
と
除
夜
の
鐘 

初
茜
小
窓
額
に
し
床
の
中 

松
取
り
て
町
い
ち
だ
ん
と
静
か
な
り 

（
ご
は
ん
、
鈴
懸
） 

小
寒
や
雲
に
昇
龍
見
つ
け
た
り 

（
鈴
懸
） 

 

●
一
献
吟
（
九
点
） 

歩
道
橋
遠
く
に
座
る
冬
の
富
士 

（
坊
主
、
酔
男
、
会
長
） 

ろ
く
で
も
な
い
朝
日
を
受
け
て
凍
え
増
し 

北
国
や
思
い
思
い
の
冬
自
慢 

（
鉄
飛
） 

箱
の
中
白
菜
二
玉
便
り
あ
り 

（
月
歩
、
ご
は
ん
、
夫
人
） 

湖
面
に
は
飾
る
こ
と
な
い
冬
木
立 

（
鈴
懸
、
鉄
飛
） 

 

●
月
歩
（
五
点
） 

三
が
日
升
を
か
た
む
け
塩
を
舐
め 

「
起
こ
す
か
ら
」
車
内
音
消
し
初
日
の
出 

愛
犬
の
頭
の
上
に
鏡
餅  

（
一
献
、
鉄
飛
） 

初
旅
は
湯
の
花
浮
か
べ
自
宅
風
呂 

（
一
献
、
ご
は
ん
、
高
蔵
） 

年
賀
状
出
せ
ぬ
相
手
の
声
を
待
つ 

 

●
ご
は
ん
吟
（
五
点
） 

丸
・
四
角
味
噌
い
や
す
ま
し 

雑
煮
談 

（
高
蔵
、
酔
男
） 

表
裏
手
書
き
賀
状
の
景
色
か
な 

（
高
蔵
、
坊
主
、
会
長
） 

お
年
玉
あ
っ
と
い
う
間
に
母
の
も
と 

歩(

ほ)

も
賀
詞
も
た
ど
た
ど
し
げ
や
児(

ち
ご)

の
ま
ま 

正
月
の
二
日
始
め
は
朝
寝
坊 

 

●
鈴
懸
吟
（
五
点
） 

出
初
式
男
度
胸
の
ス
カ
イ
ツ
リ
ー 

（Sora

） 

元
旦
の
空
気
を
読
め
ぬ
震
度
４ 

（Sora

、
会
長
） 

人
に
よ
り
美
に
も
厄
に
も
雪
景
色 

（
一
献
） 

ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
丸
い
背
中
の
夜
更
け
酒 

福
寿
草
毒
持
つ
故
の
可
憐
さ
か 

（
坊
主
） 

 

●Sora

吟
（
五
点
） 

す
き
ま
風
独
り
で
つ
つ
く
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン 

昴
見
ゆ
筑
波
颪
に
凍
て
る
空 

（
月
歩
） 

寒
昴
母
を
追
い
か
け
父
が
逝
く 

（
月
歩
、
夫
人
） 
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小
春
日
や
巫
女
は
駄
話
天
満
宮 

（
あ
り
、
酔
男
） 

小
春
日
や
頑
固
親
父
の
や
ん
ち
ゃ
顔 

 

●
高
蔵
吟
（
二
点
） 

露
天
湯
に
白
雪
舞
い
し
飛
騨
の
朝 

（
月
歩
） 

初
春
や
餅
で
押
し
出
す
去
年
糞 

駅
伝
の
ス
タ
ー
ト
観
れ
ず
寝
正
月 

お
正
月
な
ぜ
か
笑
え
る
老
漫
才 

（Sora

） 
10

円
で
願
い
叶
う
か
初
ま
う
で 

 

●
鉄
飛
吟
（
五
点
） 

七
草
を
思
案
の
男
の
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ 

（
酔
男
） 

誓
い
と
も
無
縁
と
な
り
て
年
明
く
る 

（
坊
主
） 

為
す
べ
き
は
み
な
う
っ
ち
ゃ
っ
て
炬
燵
出
ず 

初
詣
声
は
は
じ
け
る
も
の
と
知
り 

（
あ
り
） 

熱
燗
や
来
し
方
言
え
ぬ
こ
と
ば
か
り 

（
あ
り
、
酔
男
） 

 
 
 

 
 

●
坊
主
吟
（
八
点
） 

光
差
す
ス
ト
ー
ブ
越
し
に
壁
の
染
み 

（
月
歩
、
ご
は
ん
） 

年
玉
を
比
べ
る
孫
の
抜
け
目
な
さ 

（
高
蔵
） 

年
賀
状
定
年
近
い
恩
師
か
ら 

（
鉄
飛
） 

新
年
も
変
わ
ら
ぬ
時
報
ラ
ジ
オ
か
ら 

（
あ
り
、
一
献
、
鈴
懸
） 

そ
の
決
意
松
明
け
前
の
耐
え
ど
こ
ろ 

（
鈴
懸
） 

 

●
酔
男
吟
（
八
点
） 

初
大
師
香
の
む
こ
う
に
笑
顔
あ
り 

（Sora

、
坊
主
） 

分
岐
す
る
鉄
路
の
先
の
枯
野
か
な 

冬
茜
ふ
い
に
鋭
き
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー 

初
穂
料
受
け
取
る
巫
女
の
息
白
し 

（Sora

） 

枯
木
立
い
よ
い
よ
空
を
広
く
せ
り 

（
あ
り
、
一
献
、
高
蔵
、
鉄
飛
、
夫
人
） 
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﹇
席
題
＝
木
枯
し
、
飾
﹈ 

●
あ
り
ん
こ
吟
（
九
点
） 

木
枯
し
に
髪
一
本
の
角
と
な
り 

（
鈴
懸
、
鉄
飛
） 

木
枯
し
の
行
く
先
に
立
つ
遊
び
児
や 

（
一
献
、
会
長
） 

修
羅
と
化
し
坂
昇
り
ゆ
く
木
枯
や 

（
月
歩
、
ご
は
ん
） 

月
仰
ぐ
着
飾
る
女
性
の
息
白
し 

輪
飾
に
若
返
り
た
る
古
家
か
な 

（
一
献
、
鈴
懸
、
鉄
飛
） 

 

●
一
献
吟
（
三
点
） 

木
枯
ら
し
に
足
首
ま
で
が
掴
ま
っ
て 
（Sora

） 

一
歩
出
て
木
枯
ら
し
宿
り
喫
茶
店 

木
枯
ら
し
が
飾
る
襟
元
は
た
め
か
し 

（Sora
） 

冬
の
雨
飾
り
じ
ゃ
な
い
の
よ
涙
は 

（
鉄
飛
） 

成
人
の
飾
り
が
照
ら
す
会
議
室 

 

●
月
歩
（
五
点
） 

木
枯
ら
し
を
窓
か
ら
眺
め
の
ほ
ほ
ん
と 

耳
を
斬
る
凩
背
負
い
糸
を
引
く 

（
酔
男
） 

木
枯
ら
し
が
軒
の
タ
オ
ル
で
遊
ん
で
る 

（
一
献
、Sora

、
夫
人
） 

し
め
飾
り
七
日
過
ぎ
れ
ば
燃
え
る
ゴ
ミ  

初
競
馬
飾
り
の
餅
に
手
を
合
わ
す 

（Sora

） 
 

●
ご
は
ん
吟
（
十
一
点
） 

凩
を
ま
と
い
た
宿
に
灯(

ひ)

と
も
る 

（
坊
主
、
酔
男
） 

修
飾
語
し
き
り
に
並
ぶ
賀
詞(

よ
ご
と)

か
な 

（
あ
り
、
鉄
飛
） 

凩
や
体
裁
繕
う
時
間(

と
き)

も
な
く 

（
あ
り
、
鈴
懸
、
坊
主
） 

各
々
に
丁
度
釣
り
合
う
飾
か
な 

（
鈴
懸
、
高
蔵
、
鉄
飛
） 

飾
り
気
の
失
せ
た
食
卓
七
草
粥 

（Sora

） 
 

●
鈴
懸
吟
（
二
点
） 

木
枯
ら
し
を
引
き
裂
き
楕
円
球
児
跳
ぶ 

痩
せ
猫
の
木
枯
ら
し
耐
え
る
肩
胛
骨 

（
あ
り
） 

お
飾
り
を
捌
く
地
回
り
革
ジ
ャ
ン
パ
ー 

休
診
日
満
艦
飾
に
ケ
ッ
ト
干
し 

着
飾
り
の
締
め
の
シ
ョ
ー
ル
の
水
っ
ぽ
さ 

（
月
歩
） 

 

●Sora

吟
（
七
点
） 

木
枯
ら
し
に
負
け
じ
と
目
指
す
赤
ち
ょ
う
ち
ん 

（
高
蔵
） 

木
枯
ら
し
や
チ
ャ
ン
バ
ラ
ご
っ
こ
に
は
し
ゃ
ぐ
子
ら 

凩
や
漁
師
煙
草
で
暖
を
取
る 

（
一
献
、
月
歩
、
高
蔵
） 
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電
飾
の
枯
れ
木
賑
わ
す
旧
市
街 

（
一
献
、
ご
は
ん
、
坊
主
） 

し
め
飾
り
身
を
焼
き
旨
い
餅
を
焼
く 

 

●
高
蔵
吟
（
四
点
） 

木
枯
し
の
つ
と
め
て
映
え
る
富
士
姿 

（
月
歩
、
酔
男
、
会
長
） 

木
枯
し
に
葉
落
ち
し
枝
に
鳥
集
う 

（
坊
主
） 

木
枯
し
夜
窓
ガ
タ
つ
く
も
高
い
び
き 

「
さ
よ
う
な
ら
」
こ
こ
ろ
に
木
枯
し
吹
き
す
さ
ぶ 

マ
イ
カ
ー
に
お
飾
り
つ
け
る
は
大
衆
車 

 

●
鉄
飛
吟
（
六
点
） 

木
枯
し
に
決
意
も
鈍
り
二
度
寝
か
な 

（
坊
主
、
夫
人
） 

木
枯
し
や
の
ど
潰
さ
ん
と
浪
曲
師 

（
ご
は
ん
） 

木
枯
し
や
旅
芸
人
に
苦
楽
あ
り 

（
あ
り
） 

気
は
心
と
も
い
う
ご
と
く
飾
り
餅 

（
あ
り
） 

火
の
気
な
き
仮
設
に
小
さ
き
飾
あ
り 

（
高
蔵
） 

 

●
坊
主
吟
（
六
点
） 

木
枯
し
が
刺
す
頬
あ
か
い
通
学
路 

（
夫
人
） 

木
枯
し
の
吹
き
抜
け
る
辻
道
祖
神 

（
酔
男
） 

新
年
に
歳
暮
の
洋
酒
飾
り
た
り 

ト
タ
ン
鳴
り
お
飾
り
揺
れ
る
町
工
場 

（
月
歩
、
酔
男
） 

松
と
れ
て
飾
り
の
残
る
田
舎
小
屋 

（
ご
は
ん
、
高
蔵
） 

 

●
酔
男
吟
（
三
点
） 

木
枯
し
の
関
東
平
野
を
吹
き
わ
た
る 

（
ご
は
ん
） 

凩
に
糸
も
ち
ぎ
れ
ん
ば
か
り
凧
の
舞
う 

（
会
長
） 

し
な
び
た
る
飾
り
み
か
ん
に
夕
映
え
す 

輪
飾
り
に
勇
ん
で
漁
夫
ら
海
へ
出
る 

（
鈴
懸
） 

千
葉
産
の
め
で
た
き
色
や
飾
海
老 


